
○　本校の概要 令和8年2月5日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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＜児童＞
外国語活動や英
語の学習を通し
て、英語に関心を
もち、楽しく取り
組んでいる。
75.8%
＜教員＞
こどもたちが地域
を大切にし、自分
たちのまちをより
よくしていこうとす
る態度の育成を
図っている。
100%

＜平均＞
87.9%

＜児童＞
授業で学習した
ことはよく分か
る。
92%
＜保護者＞
学校は、特別の
教科　道徳など
の指導を通して、
命が大切なこと
や思いやりの心
を育てる指導に
努めている。
92.2%

＜平均＞
92.1%

個
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予
測
困
難
な
未
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社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

〇タブレット端末等を使用して、自分の意見をまと
め、発表することは、本人の大きな自信になると思
います。
〇タブレット端末を使いこなし、学習に十分役立て
られていることは素晴らしいと思います。
〇発言することや話し合いが得意な子、苦手な子
がいると思います。それも、個性だと思うと83.4％
の数字はとても良い数字だと思います。
〇「おおたの未来づくり」（教科等横断的な学び）の
中で、周囲との話し合いや問題解決の仕方につい
て習得できるように取り組んでほしいです。
〇ICTを活用した授業が増えていくうえで、自分の
気持ちや考えを伝える良い手段とはなったものの、
自ら発言して答える機会が減りつつあるので、自
分の気持ちを直接伝えることが苦手になっている
のではないかと思います。
〇やや低い成果評価ですが、80％近い児童が「授
業中、自分の考えをすすんで発表したり、友達と話
し合ったりして問題を解決している」と答えているの
はすごいことだと思います。今後のこどもたちの成
長に期待します。この目標の成果指標は一段高い
レベルの態度を求めているので、カッティングポイ
ントを少し下げてもいいのかもしれないと感じまし
た。
〇ICTの活用を推進しつつ、デジタル一辺倒ではな
いバランスの良い教育活動が行われていると感じ
ます。また、学校と先生方の工夫により、様々な体
験学習や外部から招いた講師による授業もあり、
社会を意識した教育をしてくださっていると感じま
す。
〇これからの時代、ICTを活用した授業が中心とな
る中で、自らの考えや意見を発言できるように、授
業以外でのコミュニケーションを積極的に行う必要
があると思います。現代は多様な児童も多く、言葉
がけにもとても気を遣うとは思いますが、引き続き
お願いいたします。

〇苦手を少しでも無くし、楽しい英語になるようお
願いします。
〇英語教育が小学校からになったことによって、英
語を早いうちから楽しみながらできるようになったこ
とは素晴らしいと思いますが、苦手意識がなくなる
ような小学校ならではの授業をしていただけたらよ
いのではないかと思います。
〇留学生の方々との交流はとても良い経験になる
のでは、と感じている。
〇英語に関心をもって楽しく取り組むことができな
い理由などを分析したうえで、授業改善に取り組ん
でほしいです。
〇外国語や大田区独自の授業を取り入れ、今の
時代に合った授業がこどもたちにとってよい機会と
なっているとはいえ、得意・不得意の児童もあると
思うので、児童に合った授業をこれからも進めてほ
しいと思います。
〇おおたの未来づくりで地域に関心をもち、地域を
よりよくしていこうとする態度の育成を図っているの
は、とても良い取組だと思います。
〇ワールドタイムや外国語学習などで工夫された
教育内容だと思いますが、元々の能力の差が出や
すい外国語の授業では、苦手意識をもって参加意
識が低いこどもがいますので、フォローの必要性を
感じます。
〇自分達の住んでいる地域の現状や歴史に着目
してもらう素晴らしい取組だと思います。外国語へ
の関心をもたせることはなかなか難しいとは思いま
すが、楽しみながら取り組めるといいと思います。

〇基礎学力を定着させるために、少人
数で、タブレット端末を利用しての授業
の取組は、これからも続けていただきた
いと思います。]
〇成果指標が４になったのは、先生方の
努力の成果が出たものと思います。
〇協議会での校長先生のお話を伺う
度、道徳や個々の児童を大切にされて
いることを感じます。
〇引き続き、学校独自の取組を推進して
ほしいです。
〇道徳授業地区公開講座を開講し、児
童にとって命の大切さを学ばせることは
良い機会だと思います。
〇授業で学習したことがよく分かる児童
が90％を超えていて、先生方の努力が
伝わってきます。学校の取組が保護者
に高く評価されており、学校の様子がよ
く家庭に伝わっていると感じます。
〇健やかな体力づくり、心づくりを念頭に
おいた温かい学習環境だ思います。校
長先生、副校長先生のお人柄もあり、学
校全体に思いやりの心があるように感じ
ます。
〇人間形成において、とても重要なこと
だと考えています。引き続きご指導をお
願いいたします。

＜児童＞
授業中、自分の
考えをすすんで
発表したり、友達
と話し合ったりし
て問題を解決し
ている。
75.4%
＜児童＞
タブレット端末の
使い方に慣れ、
調べたり、まとめ
たり自分の学習
に役立てている。
91.3%

＜平均＞
83.4%
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４：
90%
以上
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【取組】
〇教科指導におけるICTを
活用した授業を推進した。
電子黒板・タブレット端末を
意見交換の場など効果的に
活用することで授業改善を
行い、情報活用能力の向上
を図ることができた。
〇ICT支援員を活用し、ICT
活用研修を全教員で実施す
ることによって、教師の指導
力向上を図ることができた。
〇一人１台の学習者用タブ
レット端末を更改した。

【改善策】
〇自分の考えをすすんで発
表したり話し合ったりして問
題を解決している児童が８
割に満たない。自己肯定感
を高めたり、話し合いや問
題解決のしかたについて学
んだりできる学習活動に取
り組んでいく。
〇今年度の校内研究の取
組を活かし、さらに主体的
に学び続け、自分の思いや
考えを表現できるよう、指導
を継続していく

【取組】
〇外国語教育指導員、英語
担当教員を中心に英語カ
フェを継続して実施し、委員
会活動の児童が中心となっ
て英語に親しむ活動をする
ことができた。
〇おおたの未来づくりの学
習では、６年生が身近な呑
川に注目し、現状を把握す
るとともに美しい呑川を守る
ための今後の取組について
考えることができた。

【改善策】
〇外国語活動や英語の学
習において、英語に関心を
もって楽しく取り組むことが
できない児童が24％程度い
る。苦手意識があっても楽
しめるように授業改善してい
く。

3

【取組】
〇道徳の時間の充実に努
め、「考え、議論する」道徳
教育を実践した。国際理解・
国際親善をテーマに道徳授
業地区公開講座を開催し、
全学級の道徳授業と「世界
のこどもたちの暮らしや学
校生活」の講演を聞き、感
謝や他者意識について考え
た。
〇基礎学力を定着させるた
めに、１，２年生はTT指導と
習熟度別少人数指導、３年
生以上は習熟度別指導に
よる算数指導を実施した。
「東京ベーシックドリル」と
「ドリルパーク（タブレット端
末）」に取り組んだ。

【改善策】
〇学校独自の「一校一取
組」「一学級一実践」に取り
組んでいる。今後は、東京
都統一体力テストの結果を
踏まえ、さらに実態に応じた
取組ができるようにしてい
く。
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２：
80%
以上

１：
80%
未満

４：
90%
以上

成果
評価

令和７年度　大田区立池雪小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

○学校規模・・・・・・・・・・・児童数：８２５名・学級数：２６学級・教職員数：校長１、副校長１、教員３３、事務１、栄養士１、特別支援教室専門員１、カウンセラー２
○本校の教育目標・・・・・よく考える子ども　　思いやりのある子ども　　がんばる子ども　　じょうぶな子ども
○本年度の主な取組・・・校内研究（生活科、社会科）　講師の講演会、各学年による研究授業６本、縦割り班活動、スタディフェスティバル、音楽会、ワールドタイム
○特色ある教育活動・・・国際交流（東京科学大学留学生・東京朝鮮第六初級学校）　　池雪いきいき応援隊（学校支援地域本部）と連携した教育活動　　校内研究と授業観察を関連づけた授業改善
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学校関係者記入欄
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３：
85%
以上

目標に対する成果指標

7

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

3

4

⑤体力テストの結果を踏まえ、体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育指
導や一校一取組運動を実践している。

4

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④校内研究で生活科、社会科を中心に、
問題解決的な学習の充実を目指すために
研究授業に取り組んでいる。

4

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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以上
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２：
80%
以上

１：
80%
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおぬねできた」と全教員が回答した。

３：「８０%以上100%未満が「おおむねできた」と回答した。

２：６０%以上80%未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60%未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60%未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

【取組】
〇毎月の安全指導、安全点
検を適切に行い、修繕が必
要となった箇所について
は、管理職と事務主事、用
務員が連携を図って即日作
業にあたることができた。
〇避難訓練については、年
間を通じて計画的に実施す
るとともに、現状から必要に
応じて見直しを行うことがで
きた。

【改善策】
〇タブレット端末の学習目
的以外の使用がごく一部見
られた。大田区教育委員会
から貸与された目的を確認
するとともに正しい使用につ
いての指導が今後も必要で
ある。
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〇児童数の多い中、とてもルールを守っ
て生活できていると思います。
〇令和７年９月の豪雨を踏まえた訓練が
実施できると良いと思います。
〇タブレット端末を貸与し、児童一人一
人が家庭でも勉強できる環境づくりはい
いが、インターネットにつながりやすい環
境でもあるので、保護ソフトを使用してイ
ンターネットにアクセスする方法も検討し
てほしいと思います。
〇特に問題なく、適宜指導をしながら対
応されている思います。
〇先生方がICT機器を効果的に活用さ
れていることは、楽しくわかりやすい授業
づくりにつながっていると思います。
〇日々通う学校での安全対策の徹底は
とても大切なことです。それを蔑ろにせ
ずに指導・点検を行うことはとても素晴ら
しいです。
〇タブレット端末の使用のルールはしっ
かりと守るように引き続きご指導をお願
いいたします。

〇ちせついきいき応援隊の方々やPTA
の方々との協力で、こどもたちが安全で
充実した学校生活を送れているようなの
で、これからも続けてほしいと思います。
〇まち探検等で、学校外での活動を拝
見することがありますが、保護者の方々
の協力のもと先生方が指導されているよ
うに感じます。
〇保護者が学校の取組状況を定期的に
把握できれば良いと思います。
〇地域と学校がこれからも協力し、児童
たちがもっと楽しめる環境づくりを増やし
ていきたいと思います。
〇ちせついきいき応援隊やPTA有志の
活動は活発ですが、家庭数からすると、
一部の保護者の活動に止まっていま
す。広報や、負担感の軽減が課題だと
思います。
〇地域との連携が充実できているのは、
地域の皆様の温かいご協力の賜物だと
思います。いつもありがとうございます。
〇ボランティアの方や、PTAの方の活動
には毎日本当に頭が下がります。こうし
た方々のおかげで児童の安全が守られ
ているのだと思います。

〇先生方の連携を感じ、児童との関わり
方もとても温かく感じている。
〇校務を精選するとともに、区費の会計
年度任用職員や補助員等を活用し、児
童に向き合う時間を確保してほしいと思
います。
〇クラスによってバラバラな授業を行う
のは、児童にとって悪い環境なので、学
年で話し合って授業を進める取組は良
いことだと思う。
〇多クラス学校の中で、全ての教員の
力を向上させようと工夫されている学校
の取組には、頭が下がります。成長途上
にある先生はそういう段階だと認め、学
校全体で成長できるようにサポートされ
るのは素晴らしいです。
〇先生方が授業力向上に加えて、個に
応じた学習の工夫に取り組まれている
のは素晴らしいと思います。
〇先生方は、仕事とはいえ本当に大変
だと思いますが、こどもたちのために引
き続きよろしくお願いいたします。

【取組】
〇年３回の授業観察・自己
申告面談のほかに、日常的
に授業を観察し、適宜授業
改善のための指導を行って
いる。また、学年単位で授
業準備をし、授業を見合っ
て授業改善を行っている。
〇学習内容によって「分か
る」「楽しい」の視点に立って
個別に取り組める授業を工
夫している。

【改善策】
〇児童に教員が向き合う時
間を確保するための教職員
の業務適正化等に取り組ん
でいるが、まだ改善の余地
がある。校務を精選し、より
ウェルビーイングを高めるよ
うにする。
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〇一人一人の状況は違っていて大変で
すが、いつも安心して相談できる場所が
あるのはとても良いと思います。早い時
点で相談できると本当に良いと思いま
す。
〇とても児童数の多い学校で、たくさん
の児童が生き生きと活動できていると感
じます。
〇配慮が必要な児童への対応が特定の
教員に集中しないよう、引き続き体制構
築に取り組んでほしいと思います。
〇学校が楽しいと思える環境づくりにこ
れからも取り組んでいってほしいです。
〇池雪小学校に温かく明るい空気が
あって、こどもたちも居心地が良さそうで
す。放課後教室や補助の先生などのサ
ポートもこどもたちの安定に寄与してい
ると思います。
〇学校が楽しいと回答した児童が96.6％
という高い結果となっており、学校が良
い雰囲気になっていると感じます。
〇ほとんどの児童が学校で楽しく友達と
過ごしている、との結果を見て安心しま
した。各家庭との連携はとても大切だと
思います。

【取組】
〇校内特別支援委員会や
生活指導夕会等を開催し、
配慮の必要な児童への指
導体制を構築している。
〇スクールカウンセラーに
よる５年生の全員面談実施
と「子どもの心サポート月
間」では、「学級集団調査
（WEBQU）」を含む年３回以
上の「いじめに関するアン
ケート」を全学年で行い、児
童の心と友人関係の状況
把握に努めた。

【改善策】
〇児童・保護者がより安心
して相談できるように、今後
もスクールカウンセラーや
子ども家庭支援センター等
との連携を密にし、指導・支
援していく。
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１：
80%
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 7

④学校支援地域本部と連携し、地域力を
生かした特色ある教育活動を推進してい
る。

Ｂ

Ｄ

＜保護者＞
学校は、子供た
ちの学力の定
着、向上のため
に授業改善に取
り組み、分かりや
すい授業を行っ
ている。
90.%
＜教員＞
年３回の授業観
察、自己申告の
面談において、
自己評価カードを
もとに管理職と協
議し、指導法の
改善に取り組ん
でいる。
100%

＜平均＞
95.4%

２：
80%
以上

１：
80%
未満

＜児童＞
学校が楽しく、友
達と仲良く過ごし
ている。
96.6%
＜保護者＞
各教員は一人一
人のこどもにとっ
て、安心できる、
温かい雰囲気の
学級づくりに通り
組んでいる。
89.9%

＜平均＞
93.3%

４：
90%
以上

１：
80%
未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

４：
90%
以上

＜児童＞
学校のきまりを守
り、安全に生活し
ている。
92.5%
＜教員＞
学力の定着と学
ぶ意欲の伸長を
目指してICT機器
を効果的に授業
で活用している。
93.9%

＜平均＞
93.2%

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：
80%
以上

３：
85%
以上

３：
85%
以上

４：
90%
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

3２：
80%
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。
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ニ
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と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④年３回の授業観察、自己申告の面談に
おいて、自己評価カードをもとに管理職と
協議し、指導法の改善に取り組んでいる。

③学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し
てICT機器を効果的に授業で活用してい
る。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

④配慮の必要な児童への指導体制の構
築、校内で情報共有するために生活指導
夕会、特別支援委員会を定期的に実施し
ている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。
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Ｂ 3

＜保護者＞
学校は家庭、地
域とのかかわり
を深める教育活
動（地域の人材を
活用した学習や
保護者ボランティ
アの参加等）に取
り組んでいる。
79.6%
＜教員＞
学校支援地域本
部と連携し、地域
力を生かした特
色ある教育活動
を推進している。
100%

＜平均＞
89.8%

【取組】
〇ちせついきいき応援隊と
の連携を図り、学習活動全
般においてボランティアの
方々のご協力をいただき、
活動を充実させることがで
きた。
〇PTAの方々の毎日の登
下校の見守りにより、池雪
小学校の全児童の安全を
確保することができた。

【改善策】
〇今後も、可能な限り家庭
や地域とかかわりを深めら
れる教育活動に取り組んで
いく。
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80%
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80%
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